
○見附市設備投資応援補助金交付要綱 

平成２７年８月１４日 

告示第９４号 

改正 平成２９年３月２４日告示第３６号 

改正 平成３１年４月１１日告示第５６号 

改正 令和５年４月１８日告示第６９号 

改正 令和７年４月 １日告示第７７号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、中小企業者の活力及び生産性の向上を図り、もって本市の産

業の活性化に資することを目的として、市内に事業所等を有する中小企業者であ

って、事業の拡大又は高度化を図る目的で設備等を取得する者に対して、予算の

定めるところにより、見附市設備投資応援補助金（以下「補助金」という。）を

交付することにつき、見附市補助金等交付規則（昭和３４年見附市規則第５号。

以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に

定めるところによる。 

（１） 中小企業者 中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）第２条に規

定する中小企業者及び同条に規定する中小企業者を構成員とする団体で法人

格を有するものをいう。 

（２） 事業所等 統計法（平成１９年法律第５３号）第２条第９項に規定する

統計基準である日本標準産業分類に掲げる産業のうち、次のアからキに掲げる

産業の用に供する場所をいう。 

ア 大分類Ｅ－製造業 

イ 大分類Ｉ－卸売業、小売業のうち、中分類５６－各種商品小売業 

ウ 大分類Ｉ－卸売業、小売業のうち、中分類５７－織物・衣服・身の回り品

小売業 

エ 大分類Ｉ－卸売業、小売業のうち、中分類５８－飲食料品小売業 

オ  大分類Ｉ－卸売業、小売業のうち、中分類５９－機械器具小売業 

カ 大分類Ｉ－卸売業、小売業のうち、中分類６０－その他の小売業 

キ 大分類Ｍ－宿泊業、飲食サービス業のうち、中分類７６－飲食店 



（３） 設備等 所得税法施行令（昭和４０年政令第９６号）第６条第１号、 

第３号及び第７号に規定する資産であって、事業の用に直接供するものをいう。 

（補助金の交付の対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、市

内に事業所等を有し、市内で１年以上事業を営む中小企業者であって、市内の事

業所等に設備等を新たに取得（賃貸借を除く。）し、事業の拡大又は高度化を図

る事業とする。ただし国、県若しくは産業支援機関又は本市の他の制度により補

助金の交付を受けようとする同一の設備等を取得する事業は、補助対象事業とし

ない。 

（補助金の補助対象経費等） 

第４条 補助金の補助対象経費、交付要件、額及び限度額は、別表第１のとおりと

する。 

２ 補助事業者が別表第２のいずれかの加算区分に該当するときは、別表第１の補

助対象経費の補助額に当該補助率又は補助上限額を加算した補助額とする。 

（補助金の交付の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者は、様式第１号による補助金交付申請書

に次の表に掲げる提出書類その他市長が必要と認める書類を添付して、同表に定

める申請期限内に市長に提出しなければならない。 

交付申請 申請期限 市長が別に定める日まで 

提出書類 （１） 事業計画書 

（２） 設備等の見積書（取得予定価額を明らかにす

る書類）及び明細書 

（３） 法人の登記事項証明書又は住民票の写し 

（４） 決算書（写し。３期分）又は確定申告書（写

し） 

（５） 市税の納税証明書又は領収証書（写し） 

（６） 金融機関確認書 

（７） その他市長が必要と認める書類 

２ 市長は、補助対象事業の内容により必要がないと認める場合は、前項に定める



書類の全部又は一部を省略させることができる。 

（補助金の交付決定） 

第６条 市長は、前条第１項の規定による申請書の提出があった場合は、これを審

査し、適当と認めるときは、予算の範囲内において補助金の交付決定を行い、様

式第２号による補助金交付決定通知書により申請者に通知するものとする。 

２ 前項の交付決定を受けた者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 補助対象事業を変更し、中止し、又は廃止する場合は、あらかじめ市長

の承認を受けること。 

（２） 補助対象事業の実績は、事業完了後３０日以内又は補助金の交付決定に

係る年度の３月３１日のいずれか早い日までに報告をすること。 

（３） 事業に係る経理は、他の経理と区別して行うとともに、収入及び支出を

明らかにした帳簿並びに証拠書類を補助対象事業が完了した日の属する市の

会計年度の終了後５年間保存すること。 

（４） 補助対象事業により取得し、又は効用が増加した設備等は、当該補助対

象事業の完了後も台帳を設け、保管状況を明らかにするとともに、処分（補助

金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供す

ることをいう。以下同じ。）してはならないこと。ただし、補助金の交付決定

を受けた者（以下「補助事業者」という。）が、あらかじめ市長の承認を受け

たとき又は当該補助対象事業が完了した日の属する市の会計年度の初日から

起算して、当該設備等の耐用年数（減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭

和４０年大蔵省令第１５号）別表に規定する耐用年数をいう。以下同じ。）を

経過した日のいずれか早い日を経過したときはその限りでない。 

（補助対象事業の変更） 

第７条 補助事業者は、補助対象事業を変更し、中止し、又は廃止する場合は、あ

らかじめ様式第３号による補助対象事業変更承認申請書にその他市長が必要と

認める書類を添付して、市長に提出しなければならない。ただし、その変更の内

容が補助対象経費における経費の変更で、その経費が変更前の１０パーセント以

内の減額である場合は、この限りでない。 

２ 市長は、前項の規定による申請書の提出があった場合は、これを審査し、適当



と認めるときは、様式第４号による補助対象事業変更承認通知書により補助事業

者に通知するものとする。 

（補助対象事業の実績報告） 

第８条 補助事業者は、様式第５号による補助金交付変更申請兼実績報告書に次の

表に掲げる提出書類その他市長が必要と認める書類を添付して、同表に定める報

告期間内に市長に提出しなければならない。 

実績報告 報告期間 事業完了後３０日以内又は補助金の交付決定に係る年

度の３月３１日のいずれか早い日まで 

提出書類 （１） 事業報告書 

（２） 取得した設備等の領収書（取得価額を明らか

にする書類）及び明細書 

（３） 取得した設備等の納入日を明らかにする書類 

（４） 取得した設備等の保管状況を明らかにする書

類 

（５） 取得した設備等の写真 

（補助金の額の確定） 

第９条 市長は、前条の規定による報告書の提出があった場合は、これを審査し、

必要があると認めるときは、現地調査等を行い、交付すべき補助金の額を確定し、

様式第６号による補助金交付決定変更兼確定通知書により補助事業者に通知す

るものとする。 

（補助金の交付決定の取消し） 

第１０条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の

交付決定を取消し、補助金の交付を停止し、又は既に交付した補助金の全部若し

くは一部を返還させることができる。 

（１） 偽りその他不正の手段により補助金の交付決定を受けたとき。 

（２） 補助対象事業を中止し、又は廃止したとき。 

（３） 補助金の交付決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 

（４） その他条例、規則及びこの要綱の規定に違反したとき。 

２ 市長は、前項の規定による交付決定の取消しをしたときは、様式第７号による



補助金交付決定取消通知書により補助事業者に通知するものとする。この場合に

おいて、当該取消しに係る部分に関し既に補助金が交付されているときは、補助

事業者に対し、様式第８号による補助金返還命令書により期限を定めてその返還

を命ずるものとする。 

（財産の処分の制限） 

第１１条 補助対象事業により取得し、又は効用が増加した設備等を処分しようと

するときは、あらかじめ様式第９号による財産処分承認申請書にその他市長が必

要と認める書類を添付して、市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請書の提出があった場合は、これを審査し、適当

と認めるときは、別記様式第１０号による財産処分承認通知書により補助事業者

に通知するものとする。 

（報告又は調査） 

第１２条 市長は、補助金の交付に関し必要があるときは、補助事業者に対し、報

告を求め、又は当該職員をして調査させることができる。 

（その他） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長

が別に定める。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２９年告示第３６号） 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１日４月１１日から施行する。 

この要綱は、令和５年４月３日から施行する。 

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

別表第１ 

補助対象経費 設備等の取得に要する経費（消費税及び地方消費税相当額を

含まない。） 

交付要件 設備等の取得価額が１００万円以上であること。 



額及び限度額 補助対象経費の２０パーセント以内の額（その額に千円未満

の端数があるときはこれを切り捨てた額）とし、１００万円

を限度とする。 

別表第２(第４条関係) 

補助額の加算区分 加算する補助率 加算する補助上限額 

新潟県のハッピー・パー

トナー企業(新潟県男女

共同参画推進企業)登録

要綱第８条に基づき新

潟県に認定されたパ

パ・ママ子育て応援プラ

ス認定企業（以下「パ

パ・ママ子育て応援プラ

ス認定企業」という） 

補助対象経費の２４パ

ーセント以内の額(その

額に千円未満の端数が

あるときはこれを切り

捨てた額)  

２０万円 

厚生労働大臣によりユ

ースエール認定企業と

して認定された企業（以

下「ユースエール認定企

業」という） 

補助対象経費の２４パ

ーセント以内の額(その

額に千円未満の端数が

あるときはこれを切り

捨てた額)  

２０万円 

パパ・ママ子育て応援プ

ラス認定企業及びユー

スエール認定企業とし

て認定された企業 

補助対象経費の２８パ

ーセント以内の額(その

額に千円未満の端数が

あるときはこれを切り

捨てた額) 

４０万円 

 


